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2018年度 第2回国際／業界横断EDIタスクフォース 議事録(案)




　

国連CEFACT日本委員会 一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会

１．開催日時　：　2018年9月6日（木） 14:00～16:00
２．開催場所　：　機械振興会館　6階6-61会議室
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）
　　　　　　
      特別会員　　　菊川　正博　　　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会

　　　幹事会員　　　兼子　邦彦　　　小島プレス工業株式会社
　　　幹事会員　　　遠城　秀和　　　NTTデータシステム技術株式会社 
　　　幹事会員　　　斉藤　孝平　　　株式会社NTTデータ
      幹事会員　　　藤野　裕司　　　株式会社データ・アプリケーション

      幹事会員　　　中井　基雄　　　株式会社データ・アプリケーション

　　　幹事会員　　　赤沼　弘史　　　日本情報通信株式会社
　　　幹事会員　　　田中　　勝　　　日本情報通信株式会社

　　　正会員　　　　花澤　健二　　　キヤノンITソリューションズ株式会社
　　　正会員　　　　加藤　重雄　　　パティオシステムズ株式会社
　　　正会員　　　　猪股　洋二　　　パティオシステムズ株式会社

　　　正会員　　　　川路　義隆　　　有限会社スクラッチソフト
　　　正会員　　　　永寿　拓宏　　　株式会社オージス総研
　　　賛助会員　　　川内　晟宏　　　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
　　　賛助会員　　　野田　和巳　　　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
　　　事 務 局　　　菅又　久直
　　　一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会
　　　事 務 局　　　斉藤　良一
　　　一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会

出席者　17名
４．議事概要　
2018年度第2回国際／業界横断EDIタスクフォースは、兼子リーダーの進行にて以下の議事を実施した。
（資料：業界横断2018-2-01　第2回国際／業界横断EDI TF議事次第）
・タスクフォースの開始に当たり、今回初参加の方の紹介があった。（次の2名）
　①幹事会員　　　田中　　勝　　　日本情報通信株式会社
　②正会員　　　　猪股　洋二　　　パティオシステムズ株式会社

４－１．第1回国際／業界横断EDIタスクフォース議事録確認

（資料：業界横断2018-2-02　第1回国際／業界横断EDI TF議事録）
・事務局菅又より前回議事録の概要説明があった。
・特に質問等なく承認された。
・また、本日早朝の北海道地震の影響でZEDI（全銀EDIシステム）の説明会（9月11日予定：札幌）が延期になった旨の発表があった。
４－２．業界横断EDIの国際標準化推進
　次に事務局菅又より、業界横断EDIの国際標準化推進での業界横断EDIレジストリの英語化について説明があった。
（資料：業界横断2018-2-03　業界横断EDIレジストリの英語化）
・業界横断EDIをアジアや世界に向けて広げていきたい。そのために、レジストリの英語化を進めていく。現在中身はまだ日本語であるが、順次英語化にしていく。

・日本提案として国連CEFACTのプロジェクトに繰り入れていきたい。今回その準備を進めているので皆さんのレビューをお願いする。

【質疑・意見】
特になし。

４－３．業界横断EDIの国内業界展開
次に事務局菅又より、業界横断EDIの国内業界展開について説明があった。今回は特に注目されている軽減税率／インボイス対応に関する説明があった。
（資料：業界横断2018-2-04　軽減税率／インボイス対応）
・資料の業界横断2018-2-04　軽減税率と適格請求書の説明では、事務局菅又の作成した表（ヘッダー項目、明細項目と軽減税率制度及びインボイス制度との対応表）の解説と説明あり。項目は国税庁から示されている「帳簿と請求書の記載例」及び「適格請求書の記載事項」に明記されている項目をリストアップした。

・今後の進め方は、この表を基にして国連CEFACTとマッピングし、足りないものを追加していきたい。
【質疑・意見】
１．（菅又氏作成の表について）明細の「項目毎の税込金額」は、税込だけか？
⇒（電設業界では）税込金額と税抜金額の2つを表示している。（加藤氏）

⇒税額は明細での四捨五入は認められない、との見解がでている。合計値での計算になる。（川内氏）

⇒税については、3つの表記（明細毎、伝票毎、請求毎）がある。これに税率（8％、10％）が関わることになる。（加藤氏）

⇒（結論として）税込と税抜の両方の表記があるということにする。（菅又氏）

２．請求書について（資料：業界横断2018-2-04　2頁）
・課税標準という言い方があるが？
⇒ガイドブックでは使っていない。（菅又氏）

・税の種別はどこで表示するのか？

⇒税コードで分けている。（菅又氏）
・契約クラスの表記について、バイヤーセラーかインボイサーか？（川内氏）
⇒「基本メッセージ」を基本として考えている。（菅又氏）
３．国税庁が6月にHPで発表している内容では、いろいろの事例がありまたいろいろのパターンがOKになっている。「基本メッセージ」に当てはまるのか事前にチェックしておきたい。（川内氏）

⇒まずは、基本を押さえておきたい。（菅又氏）
４．Cross Industry Invoiceへのマッピング（資料：業界横断2018-2-04　3頁）

・BIEの中で＊のついているものが国連CEFACTに追加するものです。

⇒これらは、来週の火曜日（9月11日）までにサブミットとして提出予定でいる。他に何かご意見等あればそれまでに頂きたい。（菅又氏）

４－４．今後の活動について
　次に今後のタスクフォース活動について検討があった。
国連CEFACTの進め方は本日の検討を踏まえて推進していく。（菅又氏）
その他の検討事項、参考として、以下兼子氏から説明があった。

（配布資料なし、スライドにて説明）

【兼子氏の説明】
１．「国内陸運の多業界で新たな協議会が発足した」
・小島プレス工業のグループ会社では、従来から「物流IOT」の取り組みを実施している。トラックでの納入に関して、輸送の見える化やリードタイムの短縮を図る狙いがある。これは会社内の物流であるが、最近、国内の陸運の多業界で協議会が結成された。
・それは「運輸デジタルビジネス協議会」（一般社団法人TDBC）で、国内のバス、タクシー、トラック会社などが加盟している。
・インターフェースの標準化も1つの課題になっている。兼子氏から国際規格での推進を勧めていることに対して、国際標準を進める意向がある。是非当SIPSへの参加なども促していきたい。

・事務局はウイングアーク社（内野氏）

⇒運輸業界の標準化は過去の経過を見ても実現が難しい。標準仕様は今でもあるが全く使われていない。理由は荷主がそれぞれ違うからである。荷主の意向が大きいので標準化が進んでいない。また、難しいことは情報のリアルの把握かバッチ処理かもある。リアル系の標準化はできるが、バッチに関してはやはり荷主があり難しい。物流連やロジ協などの団体も現存している。（藤野氏）
⇒今後状況をよく把握してコンタクトすることも検討したい。（菅又氏）

２．軽減税率に関して、中小企業のインボイス処理電子化の動きあり
・改正消費税の対応は中小零細企業にとっては煩雑であり、人手不足もあり大変になる。
・実際の対応は税理士が行っていることが多く、とても手作業ではできない。そこで伝票（領収書）にQRコードを入れて電子化を図ろうというもの。

⇒税理士だけが便利になるということではどうかな？電子レシートの方が面白い。（藤野氏）

３．原価計算基準について
・この基準は昭和37年に設定されたもので、当時の大蔵省、通産省が作成した。特に大蔵省が中心となった。
・本来の企業の原価管理に役立つというものからは少し離れたものになっている。

・当社（小島プレス工業）はリアルタイム原価計算を推進している。
４－５．次回の開催予定

　次回の開催日程を決めて本日の議事をすべて終了した。

次回日程及び開催場所は以下の通りです。

◆第3回国際／業界横断EDIタスクフォース
　　日時：2018年10月23日（火）14時―17時
　　場所：機械振興会館　地下3階3号室

配布資料 一覧： 　　
業界横断2018-2-01　第2回国際／業界横断EDI TF議事次第
業界横断2018-2-02　第1回国際／業界横断EDI TF議事録 

業界横断2018-2-03　業界横断EDIレジストリの英語化
業界横断2018-2-04　軽減税率／インボイス対応
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